
南

方
（
比

島
）
　 

フ
ィ
リ
ピ
ン

「
ネ
グ
ロ
ス
島
残
置
隊
」
　 

戦
記
（
そ
の
一
）
　 

北
海
道
　
猪
股
義
博
　 

明
野
忠
魂
塔
慰
霊
祭

平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
十
一
月
二
日
、「
陸
上
自
衛
隊

航
空
学
校
」
の
あ
る
三
重
県
度
会
郡
小
俣
町
明
野
の
空
は
さ
わ

や
か
に
晴
れ
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
か
つ
て
の
明
野
陸

軍
飛
行
学
校
の
跡
地
で
す
。
飛
行
学
校
の
開
校
は
遠
く
■
っ
て

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
で
す
が
、
い
わ
ば
陸
軍
戦
闘
機
操

縦
者
養
成
の
メ
ッ
カ
と
も
い
わ
れ
、
後
に
は
各
地
に
分
校
、
分

教
所
も
設
け
て
、
有
名
な
加
藤
隼
戦
闘
隊
長
を
は
じ
め
多
く
の

優
秀
な
戦
闘
機
操
縦
者
を
生
み
だ
し
ま
し
た
。

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
六
月
に
は
明
野
教
導
飛
行
師
団

と
し
て
改
編
さ
れ
、
そ
の
後
も
操
縦
者
は
も
ち
ろ
ん
整
備
、
通

信
な
ど
を
含
め
た
大
量
の
関
連
部
隊
を
内
外
地
各
戦
線
に
派
遣

し
、
多
く
の
戦
没
者
を
出
し
た
歴
史
的
な
飛
行
基
地
で
も
あ
り

ま
し
た
。

昭
和
十
七
年
十
二
月
に
飛
行
場
の
一
部
に
建
立
さ
れ
た
「
明

野
陸
軍
飛
行
学
校
・
忠
魂
塔
」
前
で
は
、
こ
こ
を
原
隊
と
し
た

多
く
の
戦
没
者
の
慰
霊
の
た
め
、
戦
後
も
毎
年
慰
霊
祭
が
開
催

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
日
、
私
は
北
海
道
か
ら
た
だ
一
人
の

関
係
者
と
し
て
参
加
し
た
の
で
す
。

実
に
六
年
ぶ
り
の
参
加
で
し
た
が
、
式
場
に
一
歩
足
を
踏
み

入
れ
た
私
に
は
、
一
瞬
、
言
葉
に
な
ら
な
い
激
し
い
感
動
が
胸



を
打
ち
ま
し
た
。

当
日
は
自
衛
隊
機
の
一
切
の
訓
練
は
中
止
さ
れ
、
静
寂
そ
の

も
の
の
飛
行
場
に
は
か
つ
て
の
部
隊
出
身
者
や
遺
族
、
自
衛
隊

関
係
者
な
ど
が
多
く
参
列
し
、
荘
厳
な
雰
囲
気
の
な
か
で
慰
霊

祭
式
典
は
始
ま
り
ま
し
た
。

半
旗
黙
祷
、
自
衛
隊
儀
杖
隊
の
弔
銃
、
礼
砲
と
進
み
、
軍
楽

隊
の
厳
か
な
礼
樂
の
な
か
追
悼
の
辞
や
各
飛
行
隊
長
、
ご
遺

族
、
関
係
者
全
員
の
献
花
と
参
拝
が
始
ま
る
頃
か
ら
、
私
に
は

あ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
線
で
の
凄
惨
苛
烈
な
幾
多
の
光
景
が
瞼
に

浮
か
ん
で
涙
が
止
め
ど
な
く
流
れ
落
ち
ま
し
た
。

ハ
ン
カ
チ
を
目
に
当
て
な
が
ら
唇
を
噛
み
締
め
、
心
か
ら
戦

死
者
の
冥
福
を
祈
り
つ
つ
白
菊
を
献
花
し
た
の
で
す
。

式
典
は
最
後
に
は
『
加
藤
隼
戦
闘
隊
歌
』
と
『
同
期
の
桜
』

が
演
奏
さ
れ
、「
忠
魂
塔
の
管
理
は
自
衛
隊
が
護
り
継
ぐ
！
」

と
い
う
力
強
い
閉
会
の
言
葉
に
安
堵
し
な
が
ら
、
関
係
者
と
の

懇
親
会
場
に
移
動
い
た
し
ま
し
た
。

な
つ
か
し
い
顔
、
肩
を
組
み
合
う
仲
間
、
お
互
い
に
歓
談
は

尽
き
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
こ
の
慰
霊
祭
に
は
、
遠

隔
地
の
た
め
毎
年
の
参
拝
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
数

年
間
に
も
共
に
戦
っ
た
顔
見
知
り
の
仲
間
は
減
り
、
逆
に
身
内

の
方
の
消
息
を
求
め
る
ご
遺
族
が
多
数
参
加
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。会
食
の
と
き
私
の
隣
席
に
お
ら
れ
た
女
性
は
、
ル
ソ
ン
島
ア

リ
タ
オ
で
戦
死
し
た
城
戸
氏
保
君
（
特
幹
）
の
姉
の
娘
で
、
九

州
の
福
岡
か
ら
遠
路
参
加
し
た
と
の
こ
と
で
、
時
間
は
刻
々
と

流
れ
去
っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
致
し
ま
し
た
。

あ
の
厳
し
い
戦
闘
に
生
き
延
び
、
そ
し
て
戦
友
の
御
霊
追
悼

に
今
年
も
ま
た
こ
の
慰
霊
祭
に
参
加
で
き
た
感
激
を
私
は
し
み

じ
み
と
胸
に
刻
み
こ
ん
だ
の
で
す
。

な
お
、
忠
魂
塔
に
付
随
し
て
、「
顕
彰
之
誌
」
と
「
奉
賛
会

記
念
碑
」
が
昭
和
五
十
一
年
十
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

入
隊
、
戦
場
、
そ
し
て
戦
後

太
平
洋
戦
争
が
刻
々
と
熾
烈
化
す
る
に
つ
れ
、
全
国
の
中
等

学
校
も
軍
事
一
色
に
塗
り
変
え
ら
れ
、
軍
に
よ
る
青
少
年
へ
の

期
待
は
日
増
し
に
高
ま
っ
て
い
た
昭
和
十
八
年
十
二
月
、
陸
軍

航
空
特
別
幹
部
候
補
生
（
通
称
・
特
幹
）
の
制
度
が
発
足
し
ま

し
た
。



旧
制
余
市
中
学
校
四
年
生
在
学
中
だ
っ
た
私
は
、
祖
国
危
急

存
亡
の
今
、
国
家
の
要
請
に
応
ず
る
こ
と
こ
そ
若
人
の
使
命
と

単
純
に
信
じ
込
み
、
多
く
の
同
期
生
と
共
に
早
速
志
願
書
を
提

出
し
、
昭
和
十
九
年
二
月
に
無
事
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。
思

え
ば
数
え
年
十
七
歳
の
冬
で
し
た
。

入
隊
は
昭
和
十
九
年
四
月
二
十
日
、
特
幹
一
期
生
と
し
て
現

在
の
千
葉
県
柏
市
に
設
置
さ
れ
て
い
た
第
四
航
空
教
育
隊
第
四

中
隊
（
戦
闘
機
電
気
整
備
）
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
軍
人
と
し
て
の
基
本
訓
練
や
、
飛
行
機
の
電
気

系
統
技
術
の
習
得
に
向
け
て
の
厳
し
い
短
期
教
育
の
日
々
が
続

き
ま
し
た
が
、
第
一
期
の
検
閲
を
終
え
た
八
月
初
旬
、
戦
闘
機

操
縦
教
育
の
総
本
山
と
し
て
知
ら
れ
る
明
野
陸
軍
飛
行
学
校
本

校
の
整
備
隊
に
転
属
を
命
ぜ
ら
れ
、
十
数
人
の
仲
間
と
共
に
赴

任
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
時
、
私
た
ち
の
他
に
第
三
航
空
教
育
隊
（
機
関
・
武

装
・
爆
装
）
と
第
七
航
空
教
育
隊
（
計
器
）
か
ら
も
特
幹
数
十

人
が
同
じ
整
備
隊
に
合
流
し
ま
し
た
。

飛
行
学
校
で
は
陸
軍
が
誇
る
最
新
鋭
機
の
四
式
戦
闘
機
（
疾

風
）
の
実
習
教
育
に
関
わ
り
、
明
日
の
戦
果
を
夢
見
て
励
む
、

充
実
感
に
あ
ふ
れ
た
意
気
壮
ん
な
日
々
で
し
た
。

九
月
に
入
っ
て
、
柏
市
の
第
四
航
空
教
育
隊
か
ら
共
に
明
野

に
配
属
さ
れ
て
来
た
数
人
の
戦
友
は
、
三
重
県
亀
山
の
「
明
野

飛
行
学
校
北
伊
勢
分
教
所
」
に
一
式
戦
闘
機
（
隼
）
要
員
と
し

て
派
遣
さ
れ
て
行
き
ま
し
た
。
実
は
こ
れ
が
、
日
頃
か
ら
最
も

親
愛
す
る
戦
友
の
高
橋
忠
臣
君
と
の
初
め
て
の
別
れ
で
あ
り
、

戦
後
四
十
年
を
経
て
の
運
命
的
な
再
会
に
な
る
の
で
す
。

本
校
に
残
っ
た
私
た
ち
四
式
戦
（
疾
風
）
要
員
は
、
こ
の
年

の
十
月
、
明
野
教
導
飛
行
師
団
第
三
十
飛
行
集
団
に
所
属
編
成

さ
れ
た
「
飛
行
第
二
〇
〇
戦
隊
」
の
整
備
要
員
と
し
て
、
正
に

風
雲
急
を
告
げ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
に
派
遣
さ
れ
、
最
前
線
で

悪
戦
苦
闘
の
末
、
部
隊
の
大
半
を
失
い
ま
し
た
。

第
四
航
空
教
育
隊
以
来
の
同
期
生
八
人
と
共
に
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
派
遣
さ
れ
た
私
は
た
だ
一
人
、
幸
い
に
も
過
酷
な
戦
場
に

生
き
残
っ
て
捕
虜
と
な
り
、
昭
和
二
十
年
十
二
月
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
レ
イ
テ
島
タ
ク
ロ
バ
ン
収
容
所
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
輸
送
船

で
浦
賀
港
に
上
陸
し
帰
国
し
ま
し
た
。

復
員
後
は
悲
惨
な
戦
場
生
活
の
影
響
で
健
康
を
著
し
く
害



し
、
ま
た
戦
後
の
混
乱
と
食
糧
難
の
た
め
、
ど
ん
底
の
生
活
に

追
わ
れ
て
精
神
的
な
余
裕
も
な
い
ま
ま
に
、
一
方
で
は
凄
惨
な

戦
争
の
悪
夢
を
引
き
ず
り
な
が
ら
、
た
だ
た
だ
生
き
る
た
め
の

精
い
っ
ぱ
い
の
日
々
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
あ
の
戦
争
体
験
を
静
か
に
振
り
返
ろ
う
と
す
る

思
い
の
一
片
も
な
く
、
む
し
ろ
あ
の
戦
争
に
関
わ
る
す
べ
て
の

記
憶
を
、
懸
命
に
忘
却
の
彼
方
に
追
い
や
ろ
う
と
す
る
葛
藤
の

日
々
で
も
あ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

帰
国
後
の
一
、
二
年
の
間
は
、
夜
ご
と
に
悪
夢
に
う
な
さ

れ
、
時
に
は
絞
る
よ
う
な
叫
び
声
を
あ
げ
て
自
分
で
驚
い
て
目

覚
め
た
り
、
寝
汗
で
び
っ
し
ょ
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
マ
ラ
リ
ア
も
数
回
発
症
し
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
あ
れ
か
ら
数
十
年
と
い
う
時
間
の
経
過
に
つ
れ

て
、
い
つ
し
か
な
つ
か
し
い
戦
友
た
ち
の
存
在
が
気
に
な
り
、

そ
の
手
蔓
を
求
め
て
い
ろ
い
ろ
と
情
報
を
探
っ
た
末
に
、
ふ
と

し
た
機
会
か
ら
「
飛
行
第
二
〇
〇
戦
隊
」
の
元
軍
属
の
方
と
連

絡
が
と
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
「
飛
行
第
二
〇
〇
戦
隊
」
が
編
成
さ
れ
た
元
明
野
陸

軍
飛
行
学
校
の
校
庭
に
あ
っ
た
忠
魂
塔
前
で
、
毎
年
《
慰
霊
祭

並
び
に
追
悼
式
》
が
挙
行
さ
れ
て
い
る
事
を
知
り
、
平
成
五
年

に
初
め
て
参
列
し
た
と
こ
ろ
、
三
人
の
生
還
戦
友
と
会
う
事
が

で
き
た
の
で
す
。

遠
い
昔
を
■
り
な
が
ら
歓
談
は
尽
き
る
所
を
知
ら
ず
、
た
だ

た
だ
生
き
て
い
る
喜
び
を
確
か
め
あ
う
感
激
の
一
日
で
し
た
。

そ
の
後
本
日
ま
で
、
幾
人
か
の
第
二
〇
〇
戦
隊
生
還
者
と
交
流

し
た
結
果
、
い
く
つ
か
の
貴
重
な
資
料
を
得
た
う
え
、
お
ぼ
ろ

げ
な
が
ら
様
々
な
記
憶
が
蘇
っ
て
来
ま
し
た
。

時
間
的
に
は
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
実
に
筆
舌
に

尽
く
し
難
い
凄
惨
な
地
獄
の
世
界
を
彷
徨
す
る
、
正
に
生
死
が

紙
一
重
だ
っ
た
あ
の
日
々
は
、
何
年
間
に
も
匹
敵
す
る
よ
う
な

重
苦
し
い
時
間
の
流
れ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
強
烈
な
わ
だ
か
ま
り
が
や
が
て
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

ネ
グ
ロ
ス
島
残
置
隊
」
の
実
体
験
を
中
心
に
、
特
に
航
空
前
線

で
は
最
後
の
少
年
兵
で
あ
っ
た
、
私
た
ち
特
別
幹
部
候
補
生
の

鮮
烈
た
生
き
様
を
記
録
し
、
い
わ
ば
あ
の
戦
争
の
語
り
部
と
し

て
次
世
代
の
子
供
た
ち
に
残
し
た
い
と
願
う
よ
う
に
な
り
、
た

ど
た
ど
し
い
な
が
ら
も
原
稿
用
紙
を
埋
め
る
作
業
を
始
め
ま
し

た
。



な
お
、「
飛
行
第
二
〇
〇
戦
隊
」
の
残
置
隊
は
ル
ソ
ン
島
北

部
と
ネ
グ
ロ
ス
島
に
分
か
れ
ま
す
が
、
本
稿
で
は
私
が
直
接
体

験
し
た
「
ネ
グ
ロ
ス
島
残
置
隊
」
の
行
動
を
中
心
に
ま
と
め
ま

し
た
。飛

行
第
二
〇
〇
戦
隊
の
概
要

編
成
日
　
昭
和
十
九
年
十
月
十
二
日

担

当
　
明
野
教
導
飛
行
師
団
（
明
野
陸
軍
飛
行
学
校
）

所

属
　
第
三
十
戦
闘
飛
行
集
団

機

種
　
四
式
戦
闘
機
〈
キ84

〉
疾
風
（
は
や
て
）

機

数
　
八
十
機

戦
隊
長
　
高
橋
武
中
佐

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
も
昭
和
十
九
年
中
頃
に
至
っ
て
米
軍
の

反
撃
は
一
段
と
激
し
く
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
を
奪
回
し
た
勢
い
に

の
っ
て
、
つ
い
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
米
軍
反
撃
が
時
間
の
問
題

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
軍
部
は
太
平
洋
の
重
要
な
生
命
線
で
も
あ
る
フ
ィ
リ
ピ

ン
を
死
守
す
る
た
め
、
昭
和
十
九
年
秋
、
急
■
、
明
野
教
導
飛

行
師
団
に
大
命
を
発
し
て
「
飛
行
第
二
〇
〇
戦
隊
」
を
編
成

し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
レ
イ
テ
島
作
戦
に
派
遣
し
ま
し
た
。

本
隊
は
第
四
航
空
軍
司
令
官
の
富
永
恭
次
中
将
が
、
戦
隊
の

活
躍
に
期
待
を
か
け
て
、
通
称
「
皇
（
す
め
ら
）
戦
隊
」
と
命

名
し
た
こ
と
も
あ
り
、
明
野
教
導
飛
行
師
団
最
精
鋭
の
航
空
戦

闘
集
団
と
し
て
期
待
を
集
め
、
陸
軍
の
最
新
鋭
機
で
も
あ
る
四

式
戦
（
疾
風
）
が
優
先
的
に
供
給
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
現
実
に
は
、
若
干
の
幹
部
を
除
い
て
実
戦
経
験
者
は

少
な
く
、
明
野
の
操
縦
教
育
過
程
を
終
え
た
ば
か
り
の
航
空
士

官
学
校
第
五
十
七
期
生
や
、
少
年
飛
行
兵
第
十
三
期
生
の
実
戦

経
験
の
な
い
操
縦
者
が
多
数
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
そ

の
大
半
は
成
績
優
秀
な
い
わ
ゆ
る
「
恩
賜
組
」
の
若
く
凛
々
し

い
パ
イ
ロ
ッ
ト
た
ち
ば
か
り
で
も
あ
り
ま
し
た
。

戦
隊
は
当
初
、
ル
ソ
ン
島
と
ネ
グ
ロ
ス
島
に
基
地
を
展
開

し
、
主
と
し
て
レ
イ
テ
湾
の
制
空
、
迎
撃
、
援
護
を
中
心
に
活

動
し
て
、
い
く
つ
か
の
戦
果
を
上
げ
て
「
感
状
」
を
拝
受
す
る

戦
績
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
連
日
連
夜
の
出
撃
や
敵
機
来

襲
に
よ
る
飛
行
機
の
損
害
が
続
出
し
、
荒
れ
果
て
た
滑
走
路
で

の
事
故
機
も
多
く
、
持
機
は
次
第
に
消
耗
を
重
ね
て
戦
勢
我
に



利
な
く
、
飛
行
第
二
〇
〇
戦
隊
の
活
躍
は
必
ず
し
も
期
待
に
添

う
る
事
な
く
、
多
く
の
将
兵
を
南
海
に
散
華
さ
せ
た
こ
と
は
真

に
痛
恨
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。

十
二
月
に
入
る
と
、
米
軍
の
攻
撃
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な

り
、
ネ
グ
ロ
ス
島
サ
ラ
ビ
ヤ
基
地
か
ら
の
出
撃
は
無
理
と
判
断

し
、
戦
隊
は
ル
ソ
ン
島
に
後
退
し
て
出
撃
を
続
け
ま
し
た
が
、

遂
に
昭
和
二
十
年
一
月
九
日
に
、
米
軍
は
大
挙
し
て
ル
ソ
ン
島

の
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
上
陸
し
て
来
ま
し
た
。

戦
隊
は
、
残
存
機
で
米
艦
船
に
肉
薄
攻
撃
を
続
け
、
遂
に
一

月
十
三
日
の
突
入
を
最
後
に
手
持
ち
機
は
皆
無
と
な
り
、
北
部

ル
ソ
ン
島
の
エ
チ
ア
ゲ
に
後
退
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
生
存
操
縦
者
と
若
干
の
整
備
員
は
台
湾
に
脱
出
し
、

次
い
で
内
地
に
戻
っ
て
戦
力
回
復
を
待
ち
ま
し
た
が
、
態
勢
が

整
わ
な
い
ま
ま
に
飛
行
第
二
〇
〇
戦
隊
は
昭
和
二
十
年
五
月
三

十
日
で
解
散
と
な
り
、
操
縦
者
は
「
明
野
飛
行
部
隊
」
他
各
戦

闘
隊
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
翼
を
失
っ
た
飛
行
第
二
〇
〇
戦
隊
の

整
備
隊
員
は
、
ル
ソ
ン
島
と
ネ
グ
ロ
ス
島
に
そ
れ
ぞ
れ
残
置
隊

と
し
て
残
さ
れ
、
臨
時
歩
兵
部
隊
に
編
成
さ
れ
て
地
上
戦
闘
に

従
事
し
て
山
中
の
ゲ
リ
ラ
戦
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
大
半
は
草

む
す
屍
と
な
り
、
ま
た
ど
こ
で
戦
没
さ
れ
た
の
か
分
か
ら
な
い

ま
ま
、
戦
死
地
が
遺
族
に
も
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
残
置
隊
そ
の
も
の
の
戦
闘
状
況
や
行
動
の
正
規
の
記
録

も
な
く
、
十
分
な
資
料
が
整
備
さ
れ
な
い
ま
ま
、
今
に
い
た
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
現
在
ま
で
に
残
さ
れ
た
個
人
的
な
記
録
と

し
て
は
、
元
軍
属
の
堀
井
光
治
さ
ん
が
書
か
れ
た
『
飛
行
二
〇

〇
戦
隊
史
（
昭
和
五
十
四
年
発
行
）

』

、
井
上
幸
男
さ
ん
（
少
飛

十
四
期
）
の
、『
遠
い
記
憶
と
悠
久
の
平
和
』
な
ど
の
記
録
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
望
月
和
雄
さ
ん
（
少
飛
十
四
期
・
機
上
通
信
／
ル
ソ

ン
島
ア
リ
タ
オ
で
戦
死
）
の
弟
の
仲
野
英
夫
さ
ん
等
三
人
の
共

同
記
録
『
二
〇
〇
戦
隊
（
比
島
）
慨
史
』
も
あ
り
ま
す
。

仲
野
英
夫
さ
ん
は
平
成
七
年
五
月
、
同
九
年
十
一
月
及
び
平

成
十
二
年
二
月
の
三
回
に
わ
た
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
関
係
の
深

い
ル
ソ
ン
島
お
よ
び
ネ
グ
ロ
ス
島
で
現
地
調
査
や
資
料
蒐
集
、

戦
没
者
の
供
養
も
実
現
さ
れ
ま
し
た
。



明
野
忠
魂
塔
慰
霊
祭
で
は
、
ご
遺
族
の
方
々
に
現
地
の
状
況

な
ど
を
、
執
心
に
説
明
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
誠
実
さ

と
実
行
力
に
本
当
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ネ
グ
ロ
ス
島
残
置
隊

昭
和
十
九
年
八
月
、
各
航
空
教
育
隊
か
ら
明
野
陸
軍
飛
行
学

校
本
校
整
備
隊
に
配
属
さ
れ
た
私
た
ち
特
別
幹
部
候
生
は
、
最

新
鋭
機
で
あ
る
四
式
戦
の
難
解
な
機
能
の
整
備
習
得
に
猛
勉
強

を
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
た
ま
た
ま
十
月
十
二
日
、
第
三
十
戦

闘
飛
行
集
団
隷
下
「
飛
行
第
二
〇
〇
戦
隊
整
備
隊
」
に
編
入
さ

れ
、
正
に
風
雲
急
を
告
げ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
派
遣
さ
れ
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

整
備
特
幹
同
期
生
は
約
九
十
二
人
、
う
ち
私
た
ち
の
第
四
航

空
教
育
隊
か
ら
一
緒
だ
っ
た
戦
友
は
約
八
人
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。
私
は
「
整
備
第
二
中
隊
」
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

翌
十
月
十
三
日
、
戦
隊
は
出
陣
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
い
よ

い
よ
戦
場
だ
、
と
思
う
と
い
や
が
上
に
も
身
の
引
き
締
ま
る
激

し
い
緊
張
感
が
渦
巻
き
ま
し
た
。

不
思
議
に
も
故
国
を
離
れ
て
死
地
に
赴
く
と
い
う
感
傷
や
悲

壮
感
、
そ
し
て
戦
線
へ
の
恐
怖
感
も
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
そ
れ
だ
け
に
思
考
は
幼
く
、
す
で
に
軍
人
精
神
教
育
に

よ
っ
て
洗
脳
さ
れ
き
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

十
月
十
六
日
、
司
令
部
付
要
員
は
逐
次
出
発
し
、
整
備
隊
は

二
十
三
日
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
向
け
て
全
員
空
輸
出
発
と
決
定
し

ま
し
た
が
、
私
た
ち
十
五
人
は
命
令
に
よ
り
先
遣
隊
と
し
て
直

ち
に
九
州
に
向
け
て
出
発
し
、
南
九
州
の
新
田
原
飛
行
場
か
ら

は
Ｍ
Ｃ20

型
輸
送
機
で
台
湾
中
部
の
嘉
義
飛
行
場
に
飛
ん
で
給

油
を
受
け
、
翌
日
同
機
で
ル
ソ
ン
島
の
ク
ラ
ー
ク
基
地
に
到
着

し
ま
し
た
。

直
ち
に
ク
ラ
ー
ク
飛
行
場
群
（
十
一
カ
所
）
の
南
、
約
十
五

キ
ロ
の
ポ
ー
ラ
ッ
ク
飛
行
場
に
移
動
し
て
、
後
続
の
本
隊
戦
闘

機
群
の
到
着
を
待
ち
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
到
着
機
の
整
備
や
攻
撃
機
の
移
動
に
加
え
、
さ
ら

に
は
当
時
本
部
が
あ
っ
た
ネ
グ
ロ
ス
島
の
サ
ラ
ビ
ア
飛
行
場
へ

の
移
動
転
進
の
た
め
、
暫
時
の
睡
眠
時
間
も
と
れ
ず
疲
労
困
憊

の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

ポ
ー
ラ
ッ
ク
飛
行
場
到
着
数
日
後
に
は
、
早
く
も
米
軍
グ
ラ

マ
ン
戦
闘
機
に
発
見
さ
れ
て
機
銃
掃
射
を
受
け
、
整
備
中
の
一



機
が
ガ
ン
リ
ン
に
引
火
炎
上
し
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
初
め

て
の
体
験
で
、
た
だ
じ
っ
と
地
面
に
身
を
伏
せ
る
他
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
頭
上
か
ら
薬
■
が
バ
ラ
バ
ラ
と
落
下
し
、
頭
の
中

が
グ
ラ
グ
ラ
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
の
頃
、
岩
瀬
武
信
君
（
特
幹
）
が
病
気
に
罹
っ
て
二
日
ほ

ど
寝
込
み
ま
し
た
が
、
特
に
苦
し
ん
だ
様
子
も
な
く
、
朝
に

な
っ
て
誰
も
気
付
か
な
い
ま
ま
に
死
ん
で
い
ま
し
た
。
整
備
隊

員
と
し
て
の
最
初
の
戦
病
死
と
し
て
茶
毘
に
付
し
て
弔
い
ま
し

た
。そ
の
頃
の
夕
食
は
、
機
体
整
備
後
に
な
る
た
め
毎
日
が
暗
闇

の
中
で
の
食
事
に
な
り
、
果
た
し
て
ど
ん
な
惣
菜
な
の
か
形
も

内
容
も
は
っ
き
り
せ
ず
、
味
気
も
な
い
た
だ
空
腹
を
満
た
す
だ

け
の
も
の
で
し
た
。

十
月
二
十
七
日
か
ら
は
重
爆
撃
機
に
随
時
機
材
を
積
み
、
弾

穴
し
た
サ
ラ
ビ
ア
飛
行
場
の
滑
走
路
に
ガ
タ
ガ
タ
と
着
陸
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
月
末
ま
で
に
何
と
か
本
部
へ
の
移
転
任
務
を

完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

整
備
第
一
中
隊
は
主
と
し
て
サ
ラ
ビ
ア
基
地
の
勤
務
を
続
け

ま
し
た
が
一
部
の
者
は
命
に
よ
り
、
十
一
月
二
日
、
サ
ラ
ビ
ア

基
地
よ
り
南
西
に
あ
っ
た
タ
ン
ザ
飛
行
場
に
移
転
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
十
六
日
飛
行
場
を
敵
機
に
発
見
さ
れ
て
機
銃
掃
射

を
浴
び
、
多
く
の
戦
死
者
や
負
傷
者
を
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
私
た
ち
第
二
中
隊
の
主
力
は
十
二
月
六
日
、
ネ
グ
ロ

ス
島
北
部
の
マ
ナ
プ
ラ
基
地
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
で

も
敵
機
「
グ
ラ
マ
ン
」
や
「
コ
ン
ソ
リ
ー
デ
ー
テ
ッ
ド
」（
爆

撃
機
）
の
攻
撃
を
受
け
、
ま
た
「
Ｐ38

ロ
ッ
キ
ー
ド
」（
双
胴

の
戦
闘
機
）
の
低
空
機
銃
掃
射
や
爆
撃
に
あ
っ
て
飛
行
場
が
使

用
不
能
に
な
り
、
同
月
十
五
日
、
サ
ラ
ビ
ア
基
地
の
本
隊
に
復

帰
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
敵
機
来
襲
の
合
間
を
見
て
の
戦
隊
機
の
整
備
、
迎

撃
出
発
の
見
送
り
、
次
の
出
撃
準
備
と
寸
暇
も
な
い
行
動
で
疲

労
は
極
限
に
達
し
、
た
だ
た
だ
気
力
だ
け
が
支
え
の
基
地
生
活

で
し
た
。
因
み
に
、
第
二
中
隊
整
備
員
の
う
ち
電
気
担
当
は
七

人
で
特
幹
出
身
は
私
一
人
だ
け
で
し
た
。

そ
の
頃
、
操
縦
者
宿
舎
の
祭
壇
に
黒
い
リ
ボ
ン
の
遺
影
が
増

え
、
つ
い
先
日
ま
で
の
気
概
に
あ
ふ
れ
た
彼
ら
の
笑
顔
を
思
い

出
す
と
感
無
量
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
記
録
に
よ
る
と
、
こ
の

一
カ
月
間
で
飛
行
機
の
損
害
は
自
爆
未
帰
還
十
九
機
、
地
上
大



破
、
中
破
、
炎
上
な
ど
三
十
五
機
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
註
）
飛
行
機
の
損
害
の
規
模
に
つ
い
て

敵
機
は
再
三
に
わ
た
っ
て
飛
行
場
付
近
に
三
機
ほ
ど
の
編

隊
で
超
低
空
の
往
復
偵
察
を
繰
り
返
し
、
椰
子
の
枝
葉
や
樹

木
で
偽
装
し
て
い
る
飛
行
機
を
目
視
や
写
真
撮
影
な
ど
で
発

見
し
、
整
備
中
や
出
撃
待
機
中
の
我
が
方
の
飛
行
機
に
銃
撃

を
加
え
て
き
ま
す
。

そ
の
損
害
の
程
度
で
「
地
上
大
破
」「
中
、
小
破
」「
炎

上
」
な
ど
と
言
い
ま
す
。
と
も
か
く
上
空
に
は
常
時
米
軍
機

が
警
戒
し
て
い
て
、
制
空
権
は
殆
ど
彼
ら
の
手
中
に
あ
り
、

私
た
ち
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
間
隙
を
狙
っ
て
行
動
す
る
他
な

か
っ
た
の
で
す
。

十
二
月
十
五
日
、
つ
い
に
米
軍
は
ミ
ン
ド
ロ
島
サ
ン
ホ
セ
に

上
陸
し
た
た
め
、
我
が
軍
の
ル
ソ
ン
島
と
ネ
グ
ロ
ス
島
と
の
補

給
路
が
完
全
に
分
断
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
十
二
月
二
十
一
日
、
タ
ン
ザ
飛
行
場
よ
り
第
二
〇
〇

戦
隊
最
後
の
攻
撃
機
が
出
撃
し
ま
し
た
が
戦
力
及
ば
ず
、
隊
長

以
下
の
本
部
員
と
空
中
勤
務
者
ら
は
ル
ソ
ン
島
に
転
進
し
て
再

起
を
期
し
、
整
備
隊
は
隊
付
の
長
沢
中
尉
以
下
百
五
十
六
人
が

残
置
さ
れ
、
第
七
十
一
戦
隊
長
の
指
揮
下
に
入
っ
て
ゲ
リ
ラ
討

伐
や
飛
行
場
警
備
の
任
に
当
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
こ
れ
ま
で
に
、
第
十
四
方
面
軍
司
令
官
の
山
下
奉
文
大

将
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
航
空
作
戦
に
最
新
鋭
機
の
四
式
戦
闘
機
隊

九
個
戦
隊
を
相
次
い
で
投
入
し
ま
し
た
が
、
圧
倒
的
に
優
勢
な

米
軍
の
前
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
全
滅
に
近
い
打
撃
を
受
け
つ
つ

あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

方
面
軍
は
つ
い
に
レ
イ
テ
決
戦
を
決
意
し
、「
捷
一
号
作
戦
」

を
発
動
し
て
戦
艦
「
大
和
」
を
中
心
と
し
た
連
合
艦
隊
が
総
力

を
あ
げ
て
レ
イ
テ
湾
に
突
入
し
ま
し
た
。
こ
の
作
戦
を
契
機
に

「
神
風
特
攻
隊
」
が
出
現
し
「
必
死
必
中
」
の
体
当
た
り
を
敢

行
し
た
の
で
す
。

し
か
し
、
本
作
戦
も
我
に
利
あ
ら
ず
の
結
末
と
な
り
、
や
が

て
本
土
へ
の
直
接
攻
撃
は
避
け
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
上
層
部

は
、
そ
の
抑
制
策
と
し
て
の
戦
術
の
転
換
を
図
り
、
持
久
戦
構

想
に
よ
っ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
駐
留
の
す
べ
て
の
兵
員
を
、
戦
力
の

劣
勢
を
承
知
し
な
が
ら
も
地
上
戦
に
投
入
さ
せ
、
結
果
的
に
膨



大
な
戦
死
者
を
出
し
ま
し
た
。

後
日
判
明
し
た
こ
と
で
す
が
、
直
接
の
指
揮
命
令
を
発
す
る

第
四
航
空
軍
司
令
官
の
Ｔ
中
将
は
昭
和
二
十
年
一
月
、
幕
僚
二

人
を
従
え
て
ル
ソ
ン
島
ツ
ゲ
ガ
ラ
オ
基
地
か
ら
九
九
式
襲
撃
機

（
軍
偵
）
で
台
湾
に
脱
出
し
ま
し
た
。

四
機
の
戦
闘
機
が
司
令
官
の
援
護
に
当
た
り
ま
し
た
が
、
途

中
、
敵
機
の
妨
害
を
避
け
て
バ
シ
ー
海
峡
を
一
気
に
越
え
、
台

湾
の
台
中
飛
行
場
に
着
陸
し
ま
し
た
。
司
令
官
は
こ
の
援
護
の

四
人
に
対
し
て
そ
の
労
を
労
い
、
固
い
握
手
を
し
な
が
ら
喜
ん

で
く
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
涙
を
み
せ
た
姿
は
む
し
ろ
哀
れ

に
も
見
え
、
こ
れ
が
か
つ
て
の
勇
将
か
と
思
わ
ず
顔
を
背
け
た

と
操
縦
者
の
Ｋ
曹
長
（
少
飛
六
期
）
は
、
そ
の
手
記
で
語
っ
て

い
ま
す
。

特
攻
隊
の
出
撃
に
あ
た
っ
て
は
「
諸
君
は
先
に
行
っ
て
く

れ
。
私
は
最
後
の
一
機
で
諸
君
の
後
を
追
う
」
と
、
隊
員
た
ち

に
訓
示
し
て
い
な
が
ら
、
戦
況
が
不
利
に
な
る
と
、
多
く
の
部

下
を
残
し
て
自
ら
は
す
か
さ
ず
本
土
へ
逃
げ
帰
っ
た
司
令
官
や

参
謀
た
ち
の
行
為
は
、
明
ら
か
に
欺
瞞
で
あ
り
無
責
任
極
ま
り

な
い
と
指
弾
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

な
お
、
厚
生
省
資
料
に
よ
る
と
、
こ
の
レ
イ
テ
作
戦
で
は
陸

海
軍
の
七
万
九
千
五
百
人
が
戦
死
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。本

部
転
進
に
伴
い
、
米
軍
上
陸
に
備
え
て
地
上
部
隊
（
弓
削

部
隊
傘
下
）
に
配
属
さ
れ
た
私
た
ち
ネ
グ
ロ
ス
島
残
置
隊
は
、

連
日
、
地
上
戦
闘
訓
練
を
繰
り
返
し
、
シ
ラ
イ
地
区
の
山
麓
陣

地
の
通
称
「
荒
神
山
」
へ
の
資
料
搬
入
や
陣
地
構
築
、
戦
車
構

の
掘
削
、
コ
の
字
型
横
穴
掘
り
等
を
し
て
米
軍
上
陸
に
備
え
ま

し
た
。
三
月
上
旬
、
い
よ
い
よ
シ
ラ
イ
沖
合
い
の
遠
く
か
ら
米
軍
の

艦
砲
射
撃
が
始
ま
り
、
海
岸
線
を
防
備
し
て
い
た
残
置
隊
員
十

人
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。
三
月
下
旬
、
突
如
と
し
て
シ
ラ
イ

沖
の
海
上
は
艦
船
で
覆
い
尽
く
さ
れ
た
感
が
あ
っ
て
、
艦
砲
射

撃
は
間
断
な
く
シ
ラ
イ
の
町
に
砲
弾
の
雨
を
降
ら
せ
、
上
空
に

は
戦
闘
機
、
爆
撃
機
が
終
日
昼
夜
の
別
な
く
飛
来
し
て
、
爆

撃
、
機
銃
掃
射
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

こ
の
攻
撃
で
、
更
に
十
数
人
の
戦
死
者
を
出
し
、
私
た
ち
二

十
人
は
戦
車
爆
破
の
肉
薄
攻
撃
班
に
任
命
さ
れ
て
、
全
員
必
死



の
覚
悟
を
し
て
任
務
に
つ
き
ま
し
た
。

シ
ラ
イ
で
の
あ
る
日
、
私
は
た
だ
一
人
で
対
空
監
視
の
任
務

に
つ
い
て
い
ま
し
た
が
、
観
測
機
に
発
見
さ
れ
た
の
か
、
私
の

立
■
位
置
付
近
に
着
弾
が
あ
り
ま
し
た
が
、
た
ま
た
ま
私
は
小

公
園
と
教
会
の
間
に
居
た
た
め
難
を
の
が
れ
ま
し
た
。

当
時
は
目
と
耳
だ
け
で
敵
機
の
来
襲
を
判
断
し
、
教
会
の
鐘

を
鳴
ら
し
て
全
員
に
警
報
を
伝
え
る
の
で
す
が
、
実
際
に
は
殆

ど
効
果
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

何
分
に
も
超
低
空
で
来
襲
す
る
敵
機
を
発
見
し
た
と
し
て
も

時
す
で
に
遅
く
、
被
害
は
つ
の
る
ば
か
り
で
完
全
に
絶
望
状
態

で
し
た
。
こ
ん
な
、
無
為
に
近
い
行
動
が
朝
か
ら
日
没
ま
で

五
、
六
日
も
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
が
、
つ
い
に
全
部
隊
が
後
退

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
頃
シ
ラ
イ
の
町
に
は
既
に
食
糧
が
な
く
、
敵
上
陸
に
備

え
て
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
火
焔
瓶
の
配
布
も
受
け
ま
し
た
が
、
三
月

二
十
九
日
、
米
軍
は
遂
に
シ
ラ
イ
東
方
三
十
キ
ロ
の
地
点
に
上

陸
し
た
の
で
す
。

米
軍
は
戦
車
を
先
頭
に
北
上
し
、
正
午
頃
に
は
シ
ラ
イ
の
町

外
れ
ま
で
侵
入
し
ま
し
た
が
、
先
に
我
が
軍
が
侵
入
に
備
え
て

事
前
に
爆
破
し
て
い
た
橋
梁
前
で
一
旦
止
ま
り
ま
し
た
。

し
か
し
四
月
二
日
、
米
軍
は
つ
い
に
シ
ラ
イ
飛
行
場
に
侵
入

し
て
き
ま
し
た
。
決
死
の
交
戦
を
し
ま
し
た
が
迫
撃
砲
、
戦
車

砲
の
一
斉
攻
撃
を
浴
び
、
遂
に
陣
地
撤
収
の
止
む
無
き
状
態
に

な
り
、
命
令
に
よ
っ
て
四
月
三
日
未
明
、
シ
ラ
イ
の
市
街
を
抜

け
、
山
麓
ま
で
十
五
キ
ロ
の
両
岸
切
り
立
つ
河
川
の
中
を
、
時

に
は
腰
以
上
の
水
に
漬
か
り
な
が
ら
撤
退
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
ま
し
た
。

撤
退
途
中
で
夜
が
明
け
ま
し
た
。

や
が
て
平
坦
な
樹
林
で
敵
機
に
発
見
さ
れ
、
グ
ラ
マ
ン
の
機

銃
掃
射
を
受
け
て
、
塩
田
、
森
の
少
年
飛
行
兵
ほ
か
十
数
人
死

傷
者
が
出
ま
し
た
。
こ
の
時
、
私
の
右
隣
に
い
た
塩
田
兵
長

（
少
飛
十
五
期
）
は
、
頭
部
に
銃
弾
を
受
け
て
即
死
し
ま
し
た
。

見
る
も
無
残
な
最
期
で
し
た
。

ま
た
、
山
麓
の
陣
地
は
空
気
が
悪
く
、
湿
気
に
よ
る
関
節
痛

に
悩
ま
さ
れ
る
者
が
多
く
、
こ
の
間
、
米
軍
の
進
撃
は
予
想
外

に
早
く
、
進
路
に
構
築
し
た
戦
車
壕
等
の
障
害
物
は
大
型
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
で
た
ち
ま
ち
排
除
し
、
戦
車
を
先
頭
に
山
麓
台
地
に

進
出
し
て
、
間
断
な
い
戦
車
砲
撃
や
ナ
パ
ー
ム
弾
で
ジ
ャ
ン
グ



ル
は
焼
け
野
原
と
化
し
、
死
傷
者
が
続
出
し
ま
し
た
。

一
方
我
が
軍
は
、
斬
込
隊
を
三
、
四
人
単
位
で
編
成
し
て
斬

り
込
み
ま
し
た
が
、
四
月
二
十
六
日
、
斬
り
込
み
作
戦
打
ち
合

わ
せ
の
た
め
大
隊
本
部
に
集
合
し
た
と
き
、
敵
の
迫
撃
砲
の
集

中
攻
撃
に
あ
っ
て
武
内
少
佐
外
数
人
が
戦
死
し
ま
し
た
。
戦
友

の
江
口
兵
長
（
少
飛
）

、
丸
山
兵
長（
特
幹
）
も
戦
死
し
ま
し

た
。我
が
残
置
隊
は
、
全
力
で
通
称
「
三
軒
屋
」
付
近
に
斬
り
込

み
ま
し
た
。「
斬
込
隊
」
は
、
昼
は
林
や
藪
の
中
に
潜
み
、
地

形
や
敵
陣
を
偵
察
し
て
真
夜
中
に
行
動
し
ま
す
が
、
ま
ず
敵
陣

や
幕
舎
に
近
づ
き
一
斉
射
撃
や
手
榴
弾
を
投
げ
込
み
ま
す
。
当

初
は
そ
れ
な
り
の
戦
果
も
あ
り
ま
し
た
が
し
か
し
、
敵
の
警
戒

も
次
第
に
厳
重
に
な
り
、
陣
地
周
辺
に
鉄
線
を
張
り
、
線
に
触

れ
た
途
端
に
機
関
銃
が
火
を
吹
い
て
犠
牲
と
な
っ
た
戦
友
も
数

多
く
、
当
方
の
犠
牲
の
割
に
そ
の
効
果
も
薄
れ
て
ゆ
き
ま
し

た
。肉
薄
斬
込
隊
に
は
我
が
隊
の
十
数
人
参
加
し
、
私
も
そ
の
一

員
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
手
榴
弾
二
発
、
三
八
式
歩
兵
銃
と
帯
剣

だ
け
の
装
備
で
す
。
も
し
や
、
こ
れ
が
最
後
の
戦
闘
か
と
思
う

と
、
武
者
震
い
と
い
う
か
微
妙
に
身
の
引
き
締
ま
る
緊
張
感
が

襲
っ
て
き
ま
し
た
。

敵
陣
に
向
け
て
、
全
員
が
言
葉
も
な
く
黙
々
と
ジ
ャ
ン
グ
ル

を
進
み
ま
し
た
が
、
途
中
ま
で
来
て
急
に
斬
り
込
み
の
中
止
命

令
が
出
ま
し
た
。
理
由
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
ま
た
私

は
生
き
延
び
る
幸
運
に
恵
ま
れ
た
の
で
す
。

当
時
の
部
隊
の
状
況
か
ら
は
、
戦
闘
と
退
却
の
繰
り
返
し
で

戦
意
を
喪
失
し
た
も
の
も
多
く
、
ま
た
、
傲
慢
で
自
己
中
心
的

な
上
官
に
対
す
る
反
感
も
露
出
し
始
て
い
ま
し
た
し
、
と
も
か

く
、
も
は
や
斬
り
込
み
作
戦
の
効
果
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

【
解

説
】

飛
行
第
二
〇
〇
戦
隊
整
備
隊

フ
ィ
リ
ピ
ン
「
ネ
グ
ロ
ス
島
残
置
隊
」

当
団
体
、
香
川
県
連
事
務
局
長
は
、
飛
行
第
二
〇
〇
戦
隊
整

備
第
一
中
隊
所
属
で
あ
り
「
遠
い
記
憶
と
悠
久
の
平
和
」
と
題

し
た
、
体
験
記
録
を
作
成
し
て
あ
る
（
香
川
県
大71

郡
志
度
町

鴨
部
）

。
解
説
と
し
て
同
記
録
よ
り
抜
粋
記
録
し
た
。



編

成
〈
昭
和
十
九
年
十
月
十
二
日
〉

軍
令
陸
甲
第
一
三
六
号
及
び
陸
亜
機
密
第
五
九
四
号
に
基

づ
き
、
第
三
十
戦
闘
飛
行
集
団
司
令
部
及
び
飛
行
第
二
〇
〇

戦
隊
の
編
成
を
当
教
導
飛
行
師
団
に
下
令
翌
十
三
日
完
結

す
。

出
陣
式
〈
昭
和
十
九
年
十
月
十
三
日
〉

第
三
十
戦
闘
飛
行
集
団
及
び
飛
行
第
二
〇
〇
戦
隊
の
出
陣
式

を
挙
行
し
、
空
軍
司
令
官
陸
軍
中
将
菅
原
道
太
閣
下
の
訓
示

受
く
。

所

属
〈
二
〇
〇
戦
隊
　
整
備
第
一
中
隊
〉

昭
和
十
九
年
十
月
二
十
三
日
　
明
野
離
陸
―
新
田
原
経
由

同
　
　
　
二
十
四
日
　
台
湾
　
嘉
義
井

同
　
　
　
二
十
五
日
　
比
島
　
ポ
ラ
ッ
ク
井

同
　
　
　
二
十
七
日
　
ネ
グ
ロ
ス
島
　
サ
ラ
ビ
ヤ
井

昭
和
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日
、
夕
刻
、
最
後
の
攻
撃
機
を

見
送
る
。

昭
和
二
十
年
一
月
元
旦
　
本
部
が
ル
ソ
ン
島
に
転
出
、
残
置

隊
は
地
上
戦
の
訓
練
と
な
り
、
シ
ラ
イ
地
区
の
陣
地
展
開

を
命
ぜ
ら
る
。

一
月
上
旬
　
サ
ラ
ビ
ヤ
よ
り
　
シ
ラ
イ
へ
移
動
、
陣
地
構

築
。
私
は
、
操
縦
者
の
入
野
曹
長
の
看
護
当
番
シ
ラ
イ
陸

軍
病
院
（
空
中
戦
に
お
い
て
負
傷
）

。

二
月
上
旬
　
敵
上
陸
近
し
と
の
事
で
中
隊
復
帰
、
命
に
よ

り
戦
車
攻
撃
隊
へ
。
シ
ラ
イ
町
は
ず
れ
陣
地
構
築
。
地

雷
攻
撃
（
肉
薄
攻
撃
）

。

こ
の
頃
シ
ラ
イ
沖
よ
り
艦
砲
射
撃
始
ま
る
。
海
岸
防
備

班
十
人
位
戦
死
。

二
月
二
十
日
頃
　
工
兵
隊
　
橋
梁
爆
破
。

高
射
砲
隊
　
戦
車
攻
撃
　
戦
果
あ
り
。

戦
車
攻
撃
隊
　
復
帰
命
令

中
隊
追
従
　
三
軒
屋
着
。

病
人
先
発
　
敵
機
の
飛
行
激
し
。

ギ
ン
パ
ラ
オ
ン
高
地
付
近
に
て
敵
機
の
機
銃
掃
射
　
二

人
戦
死
、
負
傷
者
あ
り
。
病
人
負
傷
者
後
発



三
月
下
旬
　
食
糧
受
領
に
銀
波
構
へ
、
背
中
へ
夜
光
虫
を

つ
け
て
真
っ
暗
闇
の
行
軍
で
、
必
死
の
思
い
で
弾
薬
、

食
糧
を
持
ち
帰
る
。
肉
薄
攻
撃
班
員
と
な
り
全
員
必
死

を
覚
悟
し
て
任
務
に
就
く
。

四
月
二
日
　
シ
ラ
イ
井
場
に
米
軍
が
突
入
し
て
き
た
。
迫

撃
砲
、
戦
車
砲
の
集
中
砲
火
を
浴
び
る
が
、
全
員
必
死

で
陣
地
を
死
守
せ
り
。
夜
半
、
陣
地
搬
収
の
命
あ
り
。

軍
事
施
設
、
橋
梁
爆
破
、
町
の
大
火
災
の
中
を
山
麓
ま

で
の
一
五
キ
ロ
程
を
強
行
軍
で
あ
っ
た
。

夜
が
明
け
て
、
遮
■
物
の
な
い
山
道
で
敵
機
に
発
見
さ

れ
、
機
銃
掃
射
を
浴
び
せ
ら
れ
、
塩
田
・
森
両
兵
長
が

戦
死
、
負
傷
十
数
人
が
出
た
。
命
令
さ
れ
た
地
点
に
夜

中
に
着
き
、
陣
地
構
築
す
る
。

ま
た
、
石
腸
台
に
お
い
て
戦
車
構
の
構
築
、
荒
神
山
に

転
進
、
陣
地
構
築
、
横
穴
掘
り
、
し
か
も
コ
の
字
形
に

構
築
。
此
の
間
、
迫
撃
砲
の
間
断
な
き
攻
撃
を
受
け

る
。
敵
機
に
よ
る
ナ
パ
ー
ム
弾
で
ジ
ャ
ン
グ
ル
が
焼
け

野
原
の
如
く
な
る
。
食
糧
不
足
で
目
ば
か
り
が
大
き
く

な
る
。

四
月
・
五
月
と
敵
の
攻
撃
・
爆
撃
に
よ
り
、
さ
す
が
の

ジ
ャ
ン
グ
ル
も
赤
肌
の
地
肌
が
む
き
出
し
て
、
敵
の
■

戒
機
が
低
空
で
一
日
中
飛
び
回
る
。

天
長
節
切
り
込
み
打
合
せ
に
大
隊
本
部
へ
行
っ
た
、
丸

山
、
江
口
君
ら
が
迫
撃
砲
で
戦
死
す
る
。

二
十
九
日
は
長
沢
隊
主
力
で
敵
陣
地
へ
切
り
込
み
攻

撃
。
こ
れ
よ
り
、
風
間
曹
長
班
の
切
り
込
み
、
神
野
曹

長
班
の
切
り
込
み
と
行
き
て
帰
ら
ぬ
、
悲
惨
な
戦
い
と

な
る
。

六
月
下
旬
ま
で
に
筆
舌
に
つ
く
せ
ぬ
苦
闘
の
連
続
と
な

る
。
中
で
も
、
中
第
一
線
陣
地
で
は
、
六
月
十
三
・
十

四
・
十
五
と
三
日
間
、
迫
撃
砲
の
集
中
砲
火
で
十
五
、

六
人
戦
死
。
同
期
坂
田
君
は
直
撃
弾
で
戦
死
せ
り
。

六
月
下
旬
　
転
進
の
命
に
よ
り
、
中
隊
長
中
心
に
団
結
し

た
行
動
の
許
、
シ
ラ
イ
山
東
方
に
転
進
せ
る
。
自
活
の

道
を
歩
む
が
、
常
に
分
■
警
備
に
つ
く
。

七
月
十
一
日
　
第
一
分
■
ゲ
リ
ラ
攻
撃
に
よ
り
全
員
戦

死
。




